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宮城県
行政書士会

TOPICS
｢ふるさと再生支援事業｣ の活動報告

７月２５日、２６日役員改選に伴い、あらためて
被災した各自治体を会長はじめ役員らで４つのグ
ループに分かれ、表敬訪問と ｢ふるさと再生支援
事業｣ の昨年度の実績報告並びに事業継続に
対する協力要請を行いました。
また７月３１日、８月１日の両日、石巻市川開き
祭り会場にて広報活動を兼ねた無料相談会を実
施しました。午前１０時から午後４時まで本会石巻
支部の協力を得て２日間のべ27名で行いました。
各団体とも復興に向けた取組みを行う催しが多く、
各協力会員も積極的に会場周辺を回ってチラシ
やティッシュ配りを行い、立ち話での ｢相談｣ も多

三重県
行政書士会

TOPICS

松阪市と防災協定を締結
～費用負担のバランスがとれた内容に～

三重会も「今でしょ」と活発な活動を展開している。
平成２５年７月１０日、本会と松阪市は、松阪市

内における災害に際し、被災者支援のために必要
となる行政書士業務等について、これを円滑に進
めるため、災害時支援協定を締結した。日頃の松
阪支部の地道な努力の賜物である。本会の伊藤
会長は、行政書士会の費用負担が大きい防災協
定は他にもあるが、行政にも費用負担をもとめる本
協定は全国でも稀であり、費用負担に関するバラ
ンスのとれた松阪市との本協定が、全国のモデル
となれば良いのではないだろうかと語った。引き続き
８月にも、松阪市とは、昨年の四日市市に引き続き、

石川県行政書士会　的場晴次会長
石川会では、平成２５年度定時総会におきまして、役員改選が行われ、新会長・的場晴次氏（６５歳）が

誕生致しました。的場新会長は、平成５年に開業後、総務部長、副会長など数々の要職を歴任し、石川会のため
に東奔西走する日 を々過ごして来ました。
的場新会長は、「行政書士は官公署に提出する書類作成のスペシャリストであると共に― 街の法律家 ―として許
認可申請等の法律の専門家としても期待をされている。したがって、市民の行政書士に対する信頼度は非常に高ま
りつつあるが、日々の研鑽に努めていかなければならない」という使命が、我々行政書士
にあることを再確認した上で、会長就任にあたっては、「行政書士の社会的地位のさらな
る向上に努力を重ねるとともに、会員各位の職域拡大のための情報収集を積極的に行い、
県民、市民の期待に応えていきたい」と述べ、さらに「関係する官公署との連携を図り、
法律改正が行われた際には様々な情報収集を図り、また、研修会の講師として情報を提供
していただけるよう関係を強化していく」、「会員の皆様の事務所運営がスムーズに行われ
るよう様々な情報を迅速に提供していきたい」と抱負を語りました。

新会長の
ご紹介

くありました。
また、｢ふるさと再生支援事業｣ 特別委員会発
足後初の活動として仙台商工会議所主催の ｢伊
達な商談会｣ を見学しました。これは、大手企業
のバイヤーが被災により販路を失った地元企業を
支援するための文字通りの ｢商談｣ になります。
バイヤーと地元企業との意識の差は大きく、この
差を埋めるコンサル
ティングも行政書士
業務として必要であ
ることを痛感した次
第です。

成年後見制度の首長申立てに係る親族調査等に
関する業務委託契約も締結した。
また、９月には、日本政策金融公庫の津、四日市、
伊勢の各支店と「中小企業等支援に関する覚書」
の調印式が行われることが決定している。
８月１７日には、元会長の原田陽介相談役の黄
綬褒章受章記念祝
賀会が開催された。
「チーム三重会」、
益々熱く前進します！！
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